
Ｎ番⽬の三⾓数を求める公式は 

  
１＋

２
 

 「これが平⽅数になるには」という問題です。 

 三⾓数について少し調べます。 

   

Ｎ 式 １ 式 ２ メモ 

１０ 
１＋１０

２
×１０＝５５ ５×１１ 

５＋６＝１１ 

１１ 
１＋１１

２
×１１＝６６ ６×１１ 

１２ 
１＋１２

２
×１２＝７８ ６×１３ 

６＋７＝１３ 

１３ 
１＋１３

２
×１３＝９１ ７×１３ 

１４ 
１＋１４

２
×１４＝１０５ ７×１５ 

７＋８＝１５ 

１５ 
１＋１５

２
×１５＝１２０ ８×１５ 

                          ↓            ↓ 

                            Ａ×Ｂ…○1    Ａ＋Ａ＋１＝Ｂ…○2 （Ｂは奇数） 

 ○1 、○2 を満たし、ＡとＢが共に平⽅数ならば条件を満たします。 

 

（１） Ｂが平⽅数となるものを順番に調べていきます。 

       ★今週の問題★     三角数・四角数   ～解説～ 



Ｂ Ａ  

３×３＝９ ４、５ ４＝２×２なので ２×２×３×３＝３６は三⾓数かつ四⾓数 

５×５＝２５ １２、１３  

７×７＝４９ ２４、２５ ２５＝５×５なので ５×５×７×７＝１２２５は三⾓数かつ四⾓数 

 １２２５＝５×７×５×７ 

     ＝３５×３５ 

      より （答）３５ 

（２） 続けます 

    

Ｂ Ａ  

９×９＝８１ ４０、４１  

１１×１１＝１２１ ６０、６１  

１３×１３＝１６９ ８４、８５  

１５×１５＝２２５ １１２、１１３  

１７×１７＝２８９ １４４、１４５ 
１１４＝１２×１２なので １２×１２×１７×１７＝４１６１６ 

は三⾓数かつ四⾓数 

 

    （答）４１６１６ 


